
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「厳しい時こそ連帯を！」2009.1.18 鳥取地協「旗びらき」 

「続く厳しさに政策実現強化を」  2010.1.9  松江地協 「2010 旗びらき」 

                松江地協は、2010年の地協活動のスタートとなる単組代表者会議と2010年新春

旗びらきを、1月9日に松江市・野津旅館にて開催した。単組代表者会議では、2010

政策実現推進計画に基づく進捗状況と、喫緊の企業・雇用状況の確認をメイン議題

に、今後の取り組みについて話し合った。引き続き開催された 2010 年新春旗びら

きには、10単組33名が出席。来賓には小室寿明衆議をはじめ珍部芳裕県議など臨

席した。細木議長は「厳しい状況が続く中でわれわれ労働組合の役割と責任が強ま

った。政権交代によって政治への期待感も高まり責任も増している。われわれは今

夏の参院選で『やたろうと民主党』の勝利を果たし、一生懸命額に汗して働く者が 

報われる社会へ変かなければならない」とあいさつした。今年は、松江地協を構成する全単組が出席したこともあり、 

各単組間の情報交換で交流を深めた。 

「乗り越えなければならない課題」  2010.1.10  鳥取地協 「2010 旗びらき」 

 鳥取地協は、1月10日に倉吉シティホテルにて2010年旗びら 

きを開催。9単組から57名が出席した。来賓には、川上義博参議 

や湯原俊二衆議をはじめ坂野真理参院選予定候補や砂場隆浩鳥取 

市長選予定候補などの議員関係から、五十嵐連合鳥取会長やろう 

きん・全労済の労働福祉団体の臨席で、華やかに2010年の活動 

をスタートさせた。 

 小椋議長は「依然続く厳しい情勢の中で、われわれは雇用と生 

活を守るために力を合わせて乗り越えなければならない。一つは春季生活闘争、二つ目に参院選をはじめ各級選挙に、

全力で取り組み勝利しなければ、生活・雇用の安心・安定は実現できない」とあいさつし、協力と支援を要請した。

また、旗びらき前に行われた幹事会では、2010年政策実現推進計画の取り組みと2010春闘ほかについて協議された。 

「団結で大きな推進力を！」 2010.1.16  出雲地協 「2010 旗びらき」 

 出雲地協は、出雲市の魚富本店にて2010年旗びらきを開催、15単組から73名が出席した。 

                          山岡議長は「リーマンショック以降 

続く厳しい事態の中で、春闘と参院選 

の2つの課題に取り組む。春闘では雇 

用と生活を守るため賃金構造維持（賃 

下げ阻止）に全力で取り組み、参院選 

では民主党の盤石の体制づくりに津田 

やたろうを必勝させる。やるべく課題を認識し、しっかりと取り組むことが、ＪＡＭの大きな推進力となる」とあい

さつし、直面する課題に一致団結して取り組むことを呼びかけた。 

来賓には、ＪＡＭ山陰の多久和委員長や、組織内議員の高野出雲市議、ろうきんの遠藤営業本部長らが臨席した。

2010 年の地協活動の皮切りとなる旗びらきは、各単組の参加者同志が顔を合わす機会が少ないこともあって、いろ

んな情報交流で盛り上がった。 

「楽しく参加しやすく！」  2010.1.24  青年協「第２回幹事会」 

                ＪＡＭ山陰青年協議会は、第２回幹事会を東出雲町の三菱農機労働会館で開催。

役員 16 名が出席し、今後の活動について協議した。前回の幹事会では、年間活動

について「もっと楽しく参加しやすく」をスローガンとして、充実した青年協活動

を企画・運営していくことが確認されている。今幹事会では、具体的な行事の中身

として、スプリングセミナーを「やたろうを訪ねて国会へ行こう！」として企画す

ることが決定した。青年女性層の政治に対する意識喚起を目的に、会期中の本会

議・委員会の傍聴ややたろう参議との意見交換などを実施する。今までにないスケ 

ールでの行事成功に向けて、役員からも活発な意見が出された。次回の幹事会では、行事詳細と役割分担について詰 

める予定としている。 

「政治へ関心を高めたい！」  2010.2.21  青年協「第 3回幹事会」 

 ＪＡＭ山陰青年協議会は、第３回幹事会を倉吉市にある明 

治製作所にて開催し、役員ら20名が出席した。 

幹事会では、今春にスプリングセミナーの代わりとして開 

催予定の「やたろうを訪ねて国会へ行こう！」の日程確認と、 

津田やたろう参議院議員との意見交換内容等について話し合 

われた。また、JAM結成10周年記念ボランティア企画につい 

ては、植樹ボランティアか清掃ボランティアにするか協議し 

たが、植樹についての知識が薄いため次回までの調査事項となった。 

 

 ～単組活動の紹介～         ＪＭＳ労働組合「代議員研修会」  2010.2.6 

                 ＪＭＳ労組は、2月6日に「2010年度代議員研修会」を開催した。春闘方針や

共済研修と、女性代議員の多い組合の特徴を活かしフラワーアレンジメント教室

を開催した。2010 春闘方針案の説明では、定期昇給と改善分からなる賃上げ要

求案の説明をはじめ、年間一時金、付帯要求などの考え方について説明が行われ

た。また、少しでも多くの可処分所得を増やすためＪＡＭ共済の推進や、女性に

人気のフラワーアレンジメント教室では、講師のアドバイスを受けながら想像力

豊かな作品が出来上がっていた。 

 

  国 友 雅 彦 （46）  1964 年 2月 25 日生  血液型 Ａ型 

 ＪＡＭ山陰の単組のみなさんはじめまして。１月２９日付でＪＡＭ山陰に赴任して

きました国友雅彦と申します。出身は、最近さぬきうどんで有名になった香川県高松

市からやってきました。これから一生懸命山陰の地で働かせていただきますのでよろ

しくお願いいたします。 
 

  鳥 目 純 子 （37）  1973 年 2月 13 日生  血液型 Ｏ型 

みなさんはじめまして。2 月 22 日より就業させて頂いています鳥目と申します。ＪＡ

Ｍで仕事が出来る事を非常に喜んでおります。一日も早く仕事に慣れ業務が円滑に出来る

よう頑張ります。また『JAM山陰の組合員でよかった』と、皆様に感じて頂けるような仕

事ができるよう目指していきますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

2010年度「新春旗びらき」 厳しい時こそ、一丸となって生活維持と政策実現!! 
ＪＡＭ山陰の「新春旗びらき」が開催され約 150 名が参加。多久和執行委員長は「厳しい情勢の中では、雇用と

生活を守るため、春闘や政策実現へ力を合わせて取り組まなければならない。今年がみなさんにとって良い年にな

るよう一緒に頑張ろう」とあいさつした。来賓として、五十嵐連合鳥取会長をはじめ、内田民主党島根県連代表や 

労働福祉団体と組織内議 

員他が臨席。華々しくＪ

ＡＭ山陰の年始行事が行

われた。堀内委員長代行

の「春闘勝利とやたろう

再選、各組織発展と参加

者のご健勝」を祈念した

一本締めで宴を終えた。                                         

    
▲左から五十嵐連合鳥取会長、内田民主党島根県連代表と旗びらき参加者 

 


